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研究成果の概要（和文）：バランスのとれたアンサンブル学習法は負の相関学習から構築された。バランスのとれたア
ンサンブル学習法は、弱い学習モデルを作成することができる。本研究で用いた学習誤差関数は、ターゲット値をシフ
トすることによって変更することができます。そのようなシフトの学習機能は、訓練のニューラルネットワークアンサ
ンブルの複雑さを制御するのに役立ちます。また、分類の精度を向上させることができます。
負の相関学習は、多くの場合、強力な学習モデルを生成します。これは、1つの学習プロセスの学習には負の相関を学
習移行バランスアンサンブルに興味深いものになる。学習モデルの複雑さは、遷移期間中に制御することができる。

研究成果の概要（英文）：Balanced ensemble learning method has been implemented from negative correlation l
earning. Balanced ensemble learning is able to create weak learning models by changing the learning error 
functions with the shifted target values. Such learning functions cannot only help in controlling the comp
lexity of the neural network ensembles, but also improve the accuracy of classifications of the learning m
odels.
  In comparison, negative correlation learning is able to generate strong learning models. An novel transi
tion learning method between balanced ensemble learning and negative correlation learning has been propose
d. The complexity of the learning models could be controlled during the transition period in the learning 
process.
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１．研究開始当初の背景 

(1) バランスのとれたアンサンブル学習の

アプローチを提案した。アンサンブル学習シ

ステムは負の相関ニューラルネットワーク

のセットが含まれています。真の分類と比較

して、ニューラルネットワークの負の相関が

ランダムな推測よりもわずかに優れていま

す。しかし、これらの負の相関ニューラルネ

ットワークの学習システムの統合は、真の分

類に非常に近いことができます。 

 

(2) バランスのとれたアンサンブル学習で

は、ターゲットのシフト意識が学習過程で導

入されています。実用的なアプリケーション

では、固定ターゲットは頻繁に使用されます。

そのような固定目標から学ぶ、しばしばオー

バーフィッティングにつながる。 

 
２．研究の目的 

(1) 本研究では、学習目標は、シフトができ、

定義されている範囲で変更します。ターゲッ

ト転送の使用は、学習の方向を転送すること

ができます。データポイントが学習された、

もはや学習を続けませんが、他のデータポイ

ントを学ぶためにフォーカスを移した。この

方法では、決定境界に近い、または遠くすべ

ての訓練サンプルからされていません。ニュ

ーラルネットワークの統合の決定境界はそ

こにほとんど差となり、良好な性能を持つこ

とが期待されています。 

 

(2) 本研究では、学習ニューラルネットワー

クのアンサンブルの方法は、他の機械学習の

方法とは異なっています。本研究で用いた学

習誤差関数は、ターゲット値をシフトするこ

とによって変更することができます。そのよ

うなシフトの学習機能は、訓練のニューラル

ネットワークアンサンブルの複雑さを制御

するのに役立ちます。また、分類の精度を向

上させることができます。 

 

３．研究の方法 

(1) 制約の意識は、バランスのとれたアンサ

ンブル学習に開発されています。制約のない

状態で、バランスのとれたアンサンブル学習

によるアンサンブルシステムは、未知のデー

タ点上で任意の値をとることがあります。そ

れは、多くの場合、訓練データ点の数が限ら

れている場合に発生します。バランスのとれ

たアンサンブル学習では、それは他の未知の

データに制約を追加することが不可欠です。

それ以外の場合は、オーバーフィッティング

かもしれない。 

 

(2) 制約の実装では、ランダムに選択された

データポイントを学習することです。トレー

ニングセットで学習は、ランダムなデータポ

イントの制約と協力しました。学習した後、

ニューラルネットワークのアンサンブルは、

より良い性能を持っているでしょう。 

 

(3) 目標値は、元の0と1に移動した場合に

は、個々のニューラルネットワークは、バ

ランスのとれたアンサンブル学習によって

多くを学びます。したがって、個々のニュ

ーラルネットワークは、強力な学習モデル

となる。強力な学習モデルは、しばしば大

規模な複雑さを持っています。このような

大規模な複雑さは、訓練データに過学習に

つながる可能性があります。強すぎたり弱

すぎ個人ニューラルネットワークは、未知

のデータを予測するのが得意ではありませ

ん。バランスのとれたアンサンブル学習は、

適切な目標値を設定し、アンサンブルモデ

ルの複雑さを制御することができた。 

 

４．研究成果 

(1) データの複雑さは、バランスのとれたア

ンサンブル学習法では2つの点から分析され

ていた。最初は、平衡アンサンブル学習法に

おける所与のデータポイントでの目標値を変



更することであった。第二は、バランスのと

れたアンサンブル学習法における新しいトレ

ーニングデータポイントを作成することであ

った。 

 

(2) バランスのとれたアンサンブル学習にお

ける目標値は、完全にモデルの複雑さの問題

を解決することはできない。いくつかの実際

のアプリケーションでは、少数のトレーニン

グデータ点がある。少数の訓練データ点を考

えると、バランスのとれたアンサンブル学習

の2回には、2つの非常に異なったニューラル

ネットワークのアンサンブルを与えることが

できる。これは、より多くのトレーニングデ

ータポイントが必要であることを示唆してい

る。バランスのとれたアンサンブル学習方法

は、よりランダムな訓練データポイントを選

択するために使用することができる。これら

のランダムデータポイントがアンサンブルモ

デルに制約を設定します。結果は、実際のア

プリケーションの問題で分析されていた。 

 

(3)  バランスのとれたアンサンブル学習法

は負の相関学習から構築された。バランスの

とれたアンサンブル学習法は、弱い学習モデ

ルを作成することができる。負の相関学習は、

多くの場合、強力な学習モデルを生成します。

過去において、これら二つの学習方法は、独

立して適用される。これは、1つの学習プロセ

スの学習には負の相関を学習移行バランスア

ンサンブルに興味深いものになる。バランス

のとれたアンサンブル学習方法は、第一段階

で適用される。負の相関学習は、第二段階で

使用されている。学習モデルは、最初の学習

段階に弱いであるべきである。学習モデルは、

第二段階で強くなります。学習モデルの複雑

さは、遷移期間中に制御することができる。 
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